
寒
晴
や
未
だ
弔
意
の
文
字
な
さ
ず

い
ま
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子

　
人
の
一
生
に
は
多
く
の
出
会
い
と
別
れ
が
あ
る
。
長
い
と
思
え

る
五
十
年
、
百
年
も
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
え
ば
弥
勒
菩
薩
の
ま
ば
た

き
の
よ
う
な
も
の
。

一
句
の
背
景
や
二
人
の
人
物
を
知
っ
て
い
れ
ば
鑑
賞
は
自
ず
と

違
っ
て
く
る
が
、
人
間
湘
子
の
思
念
の
深
さ
は
「
未
だ
」
の
二
文

字
に
収
束
す
る
。

　
湘
子
が
「
寒
晴
」
の
句
を
詠
ん
だ
前
年
六
月
六
日
に
弟
子
で
あ

り
盟
友
で
も
あ
っ
た
飯
島
晴
子
逝
去
。
「
寒
晴
」
は
冬
の
季
語
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
晴
子
の
第
五
句
集
名
。
「
寒
晴
や
あ
は

れ
舞
妓
の
背
の
高
き
」
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
三
大
新
聞
他
に
追
悼

文
、
追
悼
記
事
、
俳
句
総
合
誌
に
も
追
悼
特
集
が
組
ま
れ
た
が
、

そ
こ
に
は
湘
子
の
念
い
は
、
ま
だ
ま
だ
書
け
な
か
っ
た
。
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１
年
（h13

作
）  

第
十
一
句
集
『
て
ん
て
ん
』
　
鑑
賞
・
轍 

郁
摩


